
B.2–11 [線積分]:

aを正の実数として、曲線 C : x2 + y2 = a2に沿って、ベクトル場

A = (2x− y)ex + 2yey

の線積分 ∫
C
A · dx

を求めよ。ここで、ex, eyはそれぞれ x, y方向の単位ベクトルとする。

B.3 微分方程式の問題

B.3–1 [微分方程式]:

次の微分方程式を解け．

(1)
d

dx
y = 1+y2, (2)

d

dx
y =

y2 + 1

x2 + 1
, (3)

d

dx
y =

(
y + 1

x+ 1

)2

B.3–2 [微分方程式 2]:

次の微分方程式を解け．

(a) d
dx
y = y−x+2

y−x+4
(u = y − xとおくとよい),

(b) d
dx
y =

y−
√

x2+y2

x
(u = y/x)

B.3–3 [二階の線形微分方程式]:

次の２階の微分方程式を解け．

(a) y′′ + 5y′ + 6y = 0

(b) y′′ + 2y′ + 3y = 0

(c) y′′ + 6y′ + 9y = 0

B.3–4 [微分方程式 3]:

初期条件として，x(t = 0) = 2, x′(0) = 7を満たす微分方程式の解を求めよ．

d2

dt2
x− 4

d

dt
x+ 7x = 0

B.3–5 [人工モデル]:

ある時刻 tにおける人口を xとすると，人口の変化率 (dx/dt)を

d

dt
x = −kx(x− A)

とする人口増減モデルを考える．ここで，k,Aは時間によらない定数とする．
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(a) この微分方程式を解け．

(b) 時間の関数として，このモデルの解をプロットしてみよ．

(c) 定数 k, Aが何に相当するか説明せよ．

　

B.4 偏微分の問題

B.4–1 [偏微分の練習 1]:

三変数関数 f(x, y, z) =
1√

x2 + y2 + z2
に対して，次の問に答えよ．ただし，x2 +

y2 + z2 6= 0とする．

(a)
∂f

∂x
,
∂f

∂y
,
∂f

∂z
を求めよ．

(b)
∂2f

∂x2
+

∂2f

∂y2
+

∂2f

∂z2
= 0を示せ．

B.4–2 [偏微分の練習 2]:

次の二変数関数 f(x, y)の偏微分 ∂f
∂x
, ∂f

∂y
をそれぞれ求めよ．

(a) f(x, y) = eax (cos by + sin by)

(b) f(x, y) = xy

B.4–3 [偏微分 1]:

P (x, y)dx+Q(x, y)dyが関数f(x, y)の全微分であること，つまり，Pdx+Qdy = df

なる関数 f が存在することと
∂P

∂y
=

∂Q

∂x

であることが，同値であることを示せ．

B.4–4 [偏微分 2]:

(3x2 +2xy− 2y2)dx+ (x2 − 4xy)dyはある関数 f(x, y)での全微分であることを示
し，関数 f(x, y)を求めよ．

B.4–5 [偏微分 3]:

3つの変数 P, T, V の間に関数関係 f(P, T, V ) = 0があるときに，次の関係式を証
明せよ．

(a)

(
∂P

∂T

)
V

+

(
∂P

∂V

)
T

(
∂V

∂T

)
P

= 0

(b)

(
∂P

∂T

)
V

(
∂T

∂P

)
V

= 1
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